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　健康不安は心気症としても知られており，特徴として些細な身体の感覚を誤認し，重篤な病気に
なった，またはなるのではないかと不安を訴えることが挙げられる。再保証を求める行動は健康不
安を抱える患者に広く見られ，それは不安の症状を持続させ，結果的に不必要な医療資源の使用を
もたらすと心理学的に説明されている （例 : 不定愁訴による頻回な受診）。従って，健康不安患者の
再保証を求める行動の理解を深めることは，治療戦略の向上に寄与する可能性がある。本研究で
は，10名の健康不安患者において半構造化面接を行い，彼らが再保証を求める方法，彼らにとって
のそれらの行動の根拠とその関係について詳述した。面接は録音され，書き起こされたのち，主題
分析を用いて解析された。その結果，再保証を求める行動の動機は，主として彼らの健康に問題が
ないことを確認すること，次に医療の専門家からの情緒的なサポートを得ることであることが示唆
された。また，再保証を求める行動に対する「多様な動機」「専門家の意見への信頼」「希薄なため
らい」の三つの包括的なテーマが見出された。また再保証を求める対象が医療者であることが多い
ためか，他の精神疾患に伴う再保証希求行動と比較して対人関係の問題を引き起こしにくいことも
明らかとなった。この背景には，日本の健康保険制度に医療資源の過剰な使用に対する抑止的なシ
ステムがないという特有の状況が考えられた。これらを踏まえ，健康不安を不安障害の一つと捉え，
適切な薬物療法と認知行動療法などの精神科的アプローチを用いて治療に当たることを提案する。
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